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刊行のことば

　昨年、電子計箕機による語彙調査に関する第一回の報告書として鷹子計算

機による国語研究』を刊行した。内容は、きわめて初歩的なものであったが、

この方面の研究が全く薪しい分野に属するものである関係上、それなりの役目

を果したものと信じている。

　電子計算機で処理する方法により新聞の語藁調査にとりかかったのは昭和41

年であった。機械の導入と共に大量のデータを処理する仕事に取りかかった

が、この過程で、数々の新課題を解決しなければならなかった。前回の報告書

は、そのような課題のいくつかに対する最初の解答であった。

　その後のシステム設計のしかたや語彙表作成の諸プログラムについての研

究成果、さらに日本語の言語データを能率的に処理するためのいろいろな工夫

について、研究の結果がある程度まとまったので、今回r電子計算機による国

語研究謁の∬として刊行する。われわれとしては全く蓋しい問題の開拓をして

いるわけで、各方面の方々の指導をお願いしたいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　日召茅044年3月20日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立国語研究所長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩淵　悦太郎
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